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５
月

あつかしの集い
５月２日、大木戸小学校 く星輝男佼長）で全校児竃か参加し「あっかしの集い」

を実施しました。子どもたちは疲れたようす む見せず約１時間で哨上に到着。

当日は、藤田小学校｛瀬戸済司 校長｝でも「あっかし登山」を行い、両校の児童

か集ま-Jた頂上はとてもにぎやかでした。



贈り物

220人が協力
Ａ呼びかけにも思 わず力が入ります

五

月
九
日

、
献
血
バ
ス
二

台
が
来
町
し
、
森
江
野
小
学
校
前
、

農
協
本
所
前
、
生
協
国
見
店
前
、
国
見
電
子
前
、
沢
屋
酒
店
前
、

一

心
堂
薬

局
前
で
献

血
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は

、
国

見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
卵
二
千
五
百
個
、

福

鳥
信
用
金
庫
国
見
支
店
か
ら
ゆ
で
卵
四
百
個
。
国
見
薬
業
組

合
か
ら
リ
ポ

ビ
タ
ン
Ｄ

百
本
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
二
百
二

十

人
（
申
し
込
み
者
は
二
百
五
十
七
人
）
の
方
々
に
献
血
の

ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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暖かな心の

愛の献血に

ひ
と
こ
と

献
血
す
る
の
は
今
回
か
初
め
て
で

す
。
初
め
は
ち
よ
’

と
こ
わ
か
っ
た

で
す
け
ど
、
終
わ
り
て
み
る
と
な
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
協
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

松浦 令子さん

(並柳25 才)

献
血
は
今
ま
で
五
、
六
川
ぐ
ら
い

や
・
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
で
通
り
か

か
っ
た
ら
ち
ょ
う
ど
献
血
バ
ス
か
日

に
止
ま
っ
た
の
で
協
力
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
血
液
検
査
や
血
圧
測
定

も
あ
り
、
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
意
味
で
も
、
今
後
む
協
力
し
ま

す
。

平山　宏さん
(魯田郵便局 22 わ

献
血
協
力
者
を
表
彰

町
献
血

推

進
協
議
会

が
四
月
ニ

ト

五
‥口
役

場
で
開

か

れ
ま
し

た
。

そ

の
席
上

、
献
血

功
労
者

表
彰

か

行
わ

れ
、
卜

回
以
ｈ

の
献
血

協
力
者

に
、
感

謝
状

と
記

念
品
か

贈
ら

れ
ま

し
た

。
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事
業
所
表
彰
　
▽
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
　
▽
国
見
製
菓
株
式
会
社

▽
睦
商
会
株
式
会
社

▲敵血する人

次回の献血車来町予定

７月２６日（火）

9 :00～11:30　 小坂小学校前

12: ００～13:00 国見精機前(福梁製作所)

14 : 00～15:45 国見町役場前

16:00 ～17:00 清水製作所前

献
血
さ
れ
た

血

液
の

ゆ
く
え
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盛
況
だ
っ
た

農
業
祭

好
人

に
恵
ま
れ
た
五
月
瓦
凵
、
恒

例
の
農
業
祭
が
観
日
‥
台
公
園
で
開
か

れ
、
近
隣
の
農
家
の
人
た
ら
や
、
町

内
の
そ
ど
も
連
れ
の
人
た
ち
で
終
Ｈ

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

公
園
の
沼
の
周
囲
一
面
に
張
ら
れ

た
屋
台
の
店
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

駄
花
か
・
气

苗
木
、
か
ご
、
企
魚
屋

な
ど
が
並
び
。
買

い
求
め
る
客
が
切

れ
口
な
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

▲子どもに人気の金魚すくい

▲どのかごにしようかな？

▲大勢の人でにぎわう農業祭▲草花も人気のコーナー

あ
つ
か
し
の
集
い

～

大
木
戸
小

学
校
～

£
月
二
日
。
大
木
戸
小
学
校
（
星

輝
脚
校
長
）
で
は
、
あ
っ
か
し
山
の

ご
み
拾

い
を
か
ね
て
（

イ
キ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

内
日
は
朔
の
う
ら
雨
か
降
り
ま
し

た
か
、
乍
校
を
出
発
す
る
頃
に
は
す

ｆ。
か
り
晴
れ
あ
か
り
汗

ば
む
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
通
学
班
ご
と
に
控
ん

だ
児
童
た
ち
は
、
新
緑
の
き
れ
い
な

景
色
や
草
花
に
足
を
と
め
な
か
・
气

約

。
時
間
で
全
八
叭
Ｌ
に
着
き
ま
し

た
。
お
弁
当
を
食
べ
、
山
を
ぐ
だ
り

な
が
ら
道
ば
た
に
捨
て
ら
れ
た
あ
き

缶
や
紙
く
ず
を
、
持
参
し
た
デ
ィ
ロ

ン
袋
に
ひ
ろ
い
な
が
ら
婦
り
ま
し
た
。▲おいしいー

あもうすぐ頂上 敏繭先生はちよつと癰れたかな？ ▲あつ.／ここにもごみが



ふるさとの文化財

5

0
厚樫山故戦将士ノ碑

菊　池　利　雄

大
木
戸
小
学
校
の
西
、
国
道
四
号

脇
の
高
台

心
作
ｆ
事
）
に
．
厚
樫
山
故

戦
将
士
ﾉ

碑
か
あ
る
.

碑
は
台
石

9

に
ぃ
れ
'
り
び

の
上
に
置
か
れ
ヽ

高
さ
一
･
五
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
､

幅
一
･
三
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
､

厚
さ
〇
･
六
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ

の
不
整
形
な
方
柱
で
､
上
部
に
は
碑

の
篆
額
そ
の
下
に
二
十
二
行
六
六
三

宇
か
ら
な
る
碑
文
か
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
は
､
文
治
五
年
(
一
一
八

九
)
八
月
こ
の
地
で
戦
わ
れ
た
阿
津

賀
志
山
合
戦
の
七
百
年

命

黠

鴣

J
y
八
)
を
記
念
し
顕
彰
す
る
と
と
も

に
､
戦
没
し
た
鎌
倉
･
奥
州
両
軍
将

士
へ
の
鎮
魂
の
証
と
し
て
､
時
の
信

夫
邯
艮
柴
山
景
綱
は
､
信
夬
郎
睿
記

テ
む
百
年
ヲ
重
ル
、
・：
：
」
と
あ
る

が
、
国
見
駅
は

『
吾
妻
鏡
』
の
記
述

か
ら
み
て
、
藤
田
宿
の
別
称
と
考
え

る
べ
き
で
、
貝
田
駅
と
し
た
の
は
問

題
が
あ
ろ
う
。

柴
山
景
綱
は
こ
の
他
に
も
、
叫
夬

郡
の
石
那
坂
や
文
知
摺
の
碑
文
を
撰

す
る
な
ど
、
文
化
財
の
保
護
顕
彫
に

尽
力
し
た
。
当
時
と
し
て
は
奇
特
な

行
政
官
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
人
物
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
紹
介
を
し
て
お
き
た
い
。
柴
山

は
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
の
生
ま

れ
で
薩
摩
涛
士
、
明
治
維
新
後
に
警

視
庁
の
巡
査
と
な
っ
た
が
、
の
ち
に

官
史
に
転
じ
明
治
十
一
年
山
形
県
有

記
官
と
な
り
、
南
置
暘
部
長
｛
Ｕ
９
一

と
な
『

た
。
つ
い
で
福
鳥
県
書
記
官

に
転
じ
伊
達
郁
長
、
続
い
て
信
夫
郡

艮
を
兼
ね
て
地
方
行
政
に
敏
腕
を
ふ

る
っ
た
。
土
木
行
政
に
つ
い
て
は
県

令
二
鳥
通
庸
の
片
腕
と
も
い
わ
れ
て

福
島
の
信
夫
檎
の
建
設
な
ど
に
そ
の

功
を
残
し
た
。
ま
た
、
郷
里
鹿
児
鳥

県
に
奨
学
金
を
送
り
、
後
身
の
育
英

の
資
に
あ
て
る
な
ど
の
篤
行
も
あ
り

た
と
い
わ
れ
る
ズ
心
゛
″
゛
史
』
）

文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
文
化
財
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と

が
た
い
せ
っ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
脱
明
板
等
の
股
置
か
必
要
で
あ
り
、

こ
の
厚
樫
山
故
戦
将
士
ノ
碑
は
、
そ

の
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
‘

１
厚
樫
山
故
戦
将
士
ノ
碑

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

～
吉
田
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
再
任
～

こ
の
た
ぴ
、
任
期
満
了
に
よ
る
固

定
資
産
評
価
審
査
委
貝
に
、
次
の
二

人
か
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
は
、
固
定
資
産
の
評
価

な
ど
。
固
定
賢
産
税
の
迎
営
の
よ
り

一
層
の
適
正
公
平
を
期
す
る
趣
旨
か

ら
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

◇
吉
田
勝
由
さ
ん
（
7
6歳
）
Ｉ
人
字

藤
田
字
北
ニ
ト
六
番
地

任
期
は
昭
和
六
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

◇
鈴
木
濆
二
さ
ん
（
5
6歳
）
‐

大
字

酉
大
枝
宇
築
舘
二
十
七
番
地

任
期
は
、
昭
和
六
十
六
年
四
月
二

十
四
日
ま
で
で
す
。

吉田 島由さん鈴木 済二さん

「
建

築
進

む

宮

舘

住
宅

団
地
』

『
人
口
定
住
化
と
住
み
良
い
町
づ

く
り
事
業
』
の
一
環
と
し
て
、
町
か

福
島
地
方
土
地
開
発
公
社
に
事
業
を

委
託
し
、
昨
年
春
よ
り
分
旗
を
開
始

し
て
お
り
ま
し
た
官
舘
住
宅
団
地
は
、

本
年
四
月
を
も
っ
て
予
定
四
十
三
区

画
の
契
約
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

団
地
に
は
、
現
在
建
築
中
も
含
め

て
紊
七
戸
が
建
ち
、
日
一
日
と
住
宅

団
地
と
し
て
の
姿
を
整
え
て
お
り
ま

す
。町

で
は
、
購
入
さ
れ
た
み
な
さ
ん

に
対
し
、
新
し
い
居
住
環
境
で
の
生

活
設
計
を
飮
迎
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
国
兄
町
住
民
と
し
て
住
み
良
い

町
づ
く
り
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
｀

◆
購
入
さ
れ
た
方
の
内
訳
（
4
3区
画
）

町
内
の
方
…
1
9世
帯
6
5人

町
外
の
方
…
2
4世
帯
7
8人

建
築
入
居
世
帯
…
1
4世
帯
5
7人

建
築
中
の
世
帯
・
：
３
世
帯
６
人

▲逡狢遮む富館団地



応 募作品

募 集 中

ふ
く
し
ま
緑
の

写

真
コ
ン
ク
ー
ル

卵
只
一
入
ひ
と
り
に
緑
の
大
切
さ
、

貴
重
さ
、
有
羅
き
Ｌ

を
再
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
県
民
が
選
ん
だ
「
緑

の
百
景
」
を
中
心
に
、
第
三
回
『
ふ

く
．し
ま
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』
を

実
施
し
て

い
ま
す
．
あ
な
た
の
身
近

か
に
あ
る
『
鎮
守
の
森
』
や

『
公
園
』

な
ど
、
豊
か
な
緑
を
胆
材
と
し
た
作

品
を
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
．

▼
応
募
要
領

①
応
募
資
格

県
内
の
居
住
者
と

し
、
作
品
は
自
作
に
限
り
ま
す
。

（
職
業
写
真
家
は
除
き
ま
す
Ｊ

②
作
品
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
サ
イ
ズ
の
一
枚
写
真
、
ス
ラ

イ
ド
や
組
み
写
輿
は
除
き
ま
す
。

た
だ
し
、
応
募
点
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
郵

便
番
号
。
電
話
番
号
、
緑
の
写

真
撮
彫
地
名
を
記
入
、
作
品
の

裏
に
添
付
し
、
勁
福
島
市
中
町

五
↓

八
（
県
林
業
会
館
内
）

県
緑
化
推
辿
委
員
会
。
ま
た
は
。

笥
福
鳥
市
太
田
町
十
三
↓

七

隰
島
民
報
社
企
画
事
楽
局
宛
に

郵
送
、
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

④
締
め
切
り
　
昭
和
6
3年
1
0月
3
1

日
｛
必
着
｝

▼
表
彰特

選
・：
１

点

賞

状

、
賞
金
５
　

万

円

金

賞
・：
５

点

賞

状
、

賞
金

３
　

万

円

銀

賞
・：
６

点

賞

状
、

賞
金
２
　

万

円

銅

賞
・・
・
６

点

賞

状
、

賞
金
１
　

万

円

入

選
・：
3
0
点

賞

状
、

記
念
品

佳

作
・：
数

点

賞
状

、
記

念
品

※
入
賞
作
品
は
県
内
６
地
区

を
考

慮
し
て
審

査
し
ま
す
．

な
お
．
詳
し
く
は
福
島
県
緑
化

推
進
委
員
会
（
Ｓ
Ｏ
二
四
五
－

二
四
－

一
四
八
〇
）
、
ま
た
は

福
島
民
報
社
企
画
事
業
局
（
魯

○
二
四
五
―
三
一
－

四
一
七
一
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

昭
和

六
」ｒ
ミ

年

度

「
ミ

ス
ピ

ー
チ

」
を

募
集

一
、
応

募
資
格

○
身
長
百
五
十
八
ｍ
以
上
で
年
齢

十
八
～
二
十
二
歳
の
未
婚
女
性

（
高
佼
生
を
除
ぐ
）

○
県
内
在
住
、
在
学
者
ま
た
は
県

内
出
身
者

○
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
句
ま
で

の
間
継
続
し
、
そ
の
後
随
時
く

だ
も
の
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
事
で

き
る
人

○
柵
鳥
市
内
に
通
勤
可
能
な
人

二
、
募
集
人
員
　
十
名

弓
選
考
期
日
　

七
月
三
日
（
日
）

午
後
一
時

四
、
選
考
会
場

福
鳥
市
市
民
会
郎

（
霞
町
）

气
募
集
締
切
　
六
月
二
十
五
日
（
土
）

当
日
消
印
有
効

六
、
応
募
・
問

い
合
わ
せ
先

福
島
市
役
所
内

’ミ
ス
ピ
ー
チ
係
‘

壼
三
五
－

一
一
一
一
内
線
三
六
〇

※
応
募
方
法
―
宵
製
（

ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「

ル

ー

ル
を
守

っ
て

楽
し
い
通
信
」

～

電
波
法

違

反
防

止
句
間

～

六
月
一
日

か
ら
卜
口
ま
で
不
法
無

線
‥匈
に
よ
る
竃
波
妨
害
の
槻
絶
を
図

る
た
め
「
電
波
法
違
反
句
間
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

電
波
利
川
の
普
及
と
高
慶
化
が
進

む
中
で
（

イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
や

不
法
ア
マ
チ

｀
ア
局
の
ほ
か
、
最
近

で
は
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
（
不
法

自
助
車
無
線
）
や
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル

無
線
等
、
新
た
な
形
態
の
も
の
か
多

数
出
回
り
、
こ
れ
ら
の
不
法
無
線
局

に
よ
る
無
線
通
信
へ
の
混
乱
妨
害
等

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

電
波
に
よ
る
障
害
等
で
お
悩
み
の

か
た
は
、
東
北
電
気
通
僧
監
理
肘
電

気
通
信
郎
調
査
課
（
〒
勁
仙
台
市
本

町
Ξ
－

ニ
ー
ニ
五
酋
○
二
二
－

ニ
ニ

ー
ド
○
六
四
二
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

「

世

帯

更

生

資

金

貸
付
制
度
」

の
お
知
ら
せ
！

低
所
得
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
砧

に
対
し
、
低
利
で
長
期
に
貸
付
け
る

『
世
帯
更
生
資
金
』
の
貸
付
制
度
か

あ
り
ま
す
。
自
立
更
生
を
は
か
る
う

え
で
賢
金
が
必
要
な
場
合
（
他
か
ら

融
賢
の
み
ち
か
な
い
方
）
は
、
地
域

の
民
生
委
員
か
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
付
対
象
者
及
び
条
件
は

概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

一
。貸
付
対
匁
者
Ｉ
低
所
得
世
帯
・
身

体
障
害
者
世
帯

二
、
貸
付
の
条
件
（
主
な
も
の
）

（
昭
和
6
3年
4
.月
１
口
現
在
）

賢金の櫓糲 �賢付限贋額 �償遭期限 �資　 會　の　 使　途

生 業 費 �１８０万円 �７年以内 �生業を奮むのに必要な暖費

身体障官有
生 實 賢 �

３２０万円 �９年以内 �
身体襌宵舂が生裏を営むのに
必要な経費

住宅資金 �１５０万円 �６年以内 �
健宅を増・改纂･拡張・保全
するのに必要な経費

療輿資金 �３６万円 �５年以内 �
負傷又は疾病の療輿に必霎な
治療費

災害援簾
賚　　金 �

１００万円 �７年以内 �災害を受けたことにより
困窮

からの自立更生に必謇な経費

修学資金
�翳論

�10年以内 �高等学校
以上に就学するに必

響な経費

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民

諜
福
祉
係
（
Ｓ
八
五
一

ニ

ー

て

内
線
一
三
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

今
月
は
．
固
定
資
産
税
（
第
一
期
）

・
軽
自
動
恥
税
の
納
税
の
月
で
す
．

納
期
内
（
五
月
末
日
ま
で
）
納
入

し
４
ｆ
し
ょ
う
／・



ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
士

試
験
案
内

次
の
日
観
に
よ
り
試
験
を
行
い
ま
す
。

一
、
試
験
の
資
格

電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

士

二
、
試
験
申
請
書
の
受
付
期
間

七
月
一
日
（
金
）
か
ら
七
月

二
十
五
日
（
月
）
ま
で

｛
当
日
消
印
有
効
｝

川
　・

験
の
日
時

九
月
六
日
｛
火
｝
か
ら
九
月

八
日
（
木
）
ま
で
の
指
定
す

る
日
時

四
、
試
験
地

郡
山
市
（
郡
山
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
）

五
、
試
験
手
敗
料

二
、
三
六
〇
円
（
受
験
票
郵

送
料
を
含
む
）

六
、
試
験
申
請
書
の
提
出
先

財
団

法
人
　

無

線
従
事
者

国

家
試

験
セ

ン
タ

ー
東
北
支
郎

（
〒

知
　

仙

台
市
中

央
四
Ｔ

目
九

―
十
二
　

仙
台

ホ
リ

ビ

ル
）

七
、
問
い
合
わ
せ
先

魯
　

テ

レ
ホ
ン

サ

ー
ビ
ス

Ｏ
ニ
ニ

ー
こ

バ

ー
四
一
四
七

Ｓ
　

事

務
用

○
二
‥一
－

ニ
ニ

ー

四
一
四
六

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
！

国
民
年
金
の
届
け
出
は

す
ん

で

い
ま

す

か
？

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
｛
第
一
二
号
被
保

険
者

｝
」
は
自
ら
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
．
そ
の
た
め
に
は
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
忘
れ

る
と
納
め
な
く
と
も
よ

い
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
将
来
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

住
民
課
年
金
係
へ
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

”
犯
人

さ

が
し

に

ご

協

力
を

”

◇
桑
折
警
察
署
か
ら
の
お
願

い

皆
さ
ん
の
平
穏
な
生
活
は
、
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
か
あ
っ
て
こ
そ
守

ら
れ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

情
報
で
も
、
犯
罪
に
関
し
て
見
た
り

聞
い
た
り
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
被
謇
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
出
を

一「

事
件
が
あ
っ
た
ら
一
一
〇
番

皿
、
積
極
的
な
通
報
を

四
、
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

桑
折
警
察
署
Ｓ
八
二
―
ニ

ー
五
一

商
業
統
計
調
査
の

お

し

ら

せ

六
月

一
日
現

在

で
調

査

卸
売
、
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
商

店
の
み
な
さ
ん
。
通
商
産
業
省
実
施

の
商
業
統
計
調
査
か
、
昭
和
六
十
三

年
六
月
一
日
現
在
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
三
年
毎
に
行
な
わ

れ
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
ん
で

い
る

す
べ
て
の
商
店
（
飲
食
店
を
除
く
）

が
対
象
と
な
る
詞
査
で
、
我
が
国
の

商
店
の
販
光
活
動
の
実
態
や
分
布
状

況
、
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
い
わ
ぱ
、
『
商
業
の
国
勢
飼

査
』
と
も
い
う
べ
き
重
嬰
な
調
査
で

す
。五

月
下

句
か
ら
澗
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

戸籍の窓口
（ ４月受 付分）

出生おめでとうございます
子 ６り 名 保 護 者　 卵 落

貴　f雙くたヵ･と し）八ＩＳ 皐心よ黛　 謇苳　 七
● （み ど り）瞳 野　 功 富 町 南
餽 （り ゅ う）澤 口　 正 信　 上　 野

麻 衣〈ま　　 い 〉古川　 彰　 大　 坂
冬　 樹〈ふ ゅ き〉山 田　 満 倉　 東
輸　 奕（ え　　 み ）谷毒 昌二　 大 木 戸
信　 樹（心 ふ き〉高 橋　 は昭　 膩宗 山四
鱠　 人（け ん と）阿郎　 泰龜　 石 母田北
搗　 狙（ふ さ と）八 巻　 心也　 宵 町 南
貴　 大（たか ひろ ）斎●　 脾敏　 哈 江 北
智　 人（と も え ）村 上　 健一　 第　 九
貴　 之（たか ゆ き）谷津 俊男　 貝　　 田

結婚 おめ でと うご ざいま す

氏　　 名
佐 ●　 寿　 一

齋　 ● 睛　 戔
岡 崎　　 健
謇 鮃　 直　 了

安　
遠　 政 治

●　 原　 は るみ

武　 山　ilf　 虹
丹　 峭 驢　 子
松 禰　 胼　 処
加　 地　 千賀 子
鈴　 木　 一　 弘

鈴　 木　 墾 倚子宍　 尸　 降　 一･

佐 ●　 み どり
匍　 地　 克 之
傴£々 木 恆厶　子

部 落
妲　 柳
屬 鳥 巾
宮 ●r 北

鳩 島111
鵯　 町
川 俣 町
泉 旧 下
福 鳥 市
大 木 戸
礦 鳥 市
糾　 谷
伊 達 町
第　 一
端 鳥 巾
第　 十
仙 台 巾

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　 年齢　　 部 篤

菊 地　 ｇ　 ネ　　 ７３　　 石毋 朋原

核 辺　 ヨシt　　 ６５　　 山崎 小舘

高
欄 常 宀　　81　　 山 蝿 北

濟 芻 良 一一　　71　　 光 明 命
齋 ●　 祁　---　　 ７７　　 心毋Ⅲ 跚
佐久 間　 貞　 肖　　 ８６　　 川　 内

宍 ’|
・ 紡 耆　　 ○　　 泉 田 下

一 体　 サ クヨ　　 ８０　　 邃　 柳

角　111　 ヨ　 子　　 ８９　　 大 町 南
佐 ●　 ● 耘郎　　 ８７　　 μ　　 誄|

人 口 と 世 帯
５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

･男5  , 行 3人(  ｰ  15 )

女6,246 人(  ｰ  4  )

･計12  ､ 019 人(  ｰ  19 )

世帯数2,904 戸（－2 ）

転 入43 人

転 出63 人

出 生12 人

死　亡11 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 談 窒1 竃釧人口・らお入りＦきい）

時 間 ： ９畤 ～12 時

こ まったことや、相鋏ごとがありましたら、

お気軽にご柵談下さい。 秘密は絶 対に守ります。

〔 相饋 貝 〕

５月 日 ( 水）阿部 俊値・村上ミチ子

６月 ４日（土）後藤　 一・玉手マルヨ

６月15 日 (水）高擒藤右工門・安藤トヨ

５月　皐月（さつき）

17日（火）世界電気通信卩

18曰 く水）国際善意デー

22日 く日）藤田小運動会

30日（月）消費者の日

ゴミゼロの1ﾖ

６月　水無月（みなづき）

１日（水）気象記念日

４日（土〉歯の衛生迎間

７日（火）針量記念日

10卩（金）時の記念日



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

阿
津
賀
志
学
級
開
講

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式
か
、
四
月

二
十
五
日
、
百
四
十
二
名
が
出
席
し

て
公
民
館
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
学
級
生
に
な
っ
た
一
二
十
八

名
に
は
、
交
通
安
全
大
学
学
生
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
後
。
第
一
回
の
学
習
と
し

て
、
藤
田
小
学
校
の
瀬
戸
済
司
校
長

先
生
か
ら
『
孫
の
心
を
育
て
る
た
め

に
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
大
変
有
意
義

な
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
学
級
生
は
二
百
九
十
六

名
で
す
。
な
お
。
年
間
掌
習
叶
画
の
ほ

か
に
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
学
Ｍ
（
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
園
芸
。
手
芸
、
書
道
、

社
交
ダ
ン
ス

）
が
故
多
く
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
乍
習
運
営
委

員
会
の
役
員
は
、
任
期
か
二
年
間
で

す
の
で
前
年
度
の
役
員
が
引
き
続
い

て
そ
の
任
に
あ
た
り
ま
す
。。

委
員
長
　

藤
田
勝
衛

剛
委
員
長

吉
田
嘉
蔵

佐
久
間
い
ち

会
　
計
　

阿
部
璽
雄

庶

務
　

遠
藤
源
五
郎

一一

”
ギ

ネ

ス

に

挑

戦

”

連
タ
コ
大
空
に
舞
う

サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
（
代
表
　
石

川
博
利
）
で
は
、
去
る
四
月
十
七
口

（
日
）
午
後
、
阿
武
隈
川
堤
防
で
連

タ
コ
を
あ
げ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
タ
コ
で
さ
え
眼
９
つ
よ
う

に
い
か
な

い
な
か
、
『
ギ
ネ
ス
に
挑

戦
』
と
、
昨
年
十
月
頃
か
ら
作
り
は

じ
め

匸

】○
○
枚
ほ
ど
完
成
し
た
の

で
連
タ
コ
あ
げ
を
火
施
し
ま
し
た
。
。

こ
の
う
ち
七
〇
〇
枚
の
連
タ
コ
が
、

澄
み
き
っ
た
大
空
を
泳
ぎ
空
商
く
舞

い
ゐ
が
り
。
会
員
一
同
、
雄
大
な
こ

の
一
瞬
に
感
激
し
ま
し
た
。

『
今
後
も
何
事
に
も
桃
戦
』
と
、

若
き
心
を
燃
や
し
て
活
動
し
よ
う
と

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
で
は
、
会
貝

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
日

毎
週
火
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

活
動
場
所
　
国
見
町
公
民
館

▲大空に舞いあがる遣タコ

母
と
子
の

公
民
館
活
動
が
開
始

子
供
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、

明
る
く
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
、

ほ
と
子
が
い
っ
し
ょ
に
読
書
と
剛
作

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
『

ほ
と
’ｒ

の
公
民
館
活
動
』
が
大
枝
地

区
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
．

こ
の
事
業
は
．
毎
月
一
回
．
公
民

館
の
移
動
文
庫
か
町
内
五
地
区
を
巡

回
し
、
児
童
図
書
の
貨
し
出
し
を
主

に
。
折
り
紙
、
染
め
紙
な
ど
の
創
作

活
動
や
紙
芝
居
、
人
形
劇
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

対
象
は
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
の
児
童
と
そ
の
母
親
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
子
供
か
本
に
観

し
め
る
よ
う
に
し
、
あ
わ
せ
て
今
年

は
『
と
ぶ
』
を
テ

ー
マ
に
創
作
活
助

を
進
め
て
い
ま
す
。

▲本の貸出しに集まった子どもたち

新
体
育
指
導
委
員

が
決
ま
る

町
教
育
委
員
会
で
は
。
昭
和
六
卜

二
年
度
で
伍
期
満
了
と
な
・
た
体
育

指
導
委
員
に
つ

い
て
、
各
地
区
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
か
ら
推
せ
ん
を
受
け

た
卜
五
名
を
新
体
育
指
導
委
員
と
し

て
選
出
し
ま
し
た
。

五
月
二
日
午
後
六
時
か
ら
公
民
館

で
、
委
嘱
状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、

新
体
育
指
導
委
員
の
み
な
さ
ん
に
、

蚕
嘱
状
か
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
席
上
、
三
十
有
余
午
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
ま
た
会
長
と
し
て

町
体
育
振
興
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
佐
藤
元
一
さ
ん
は
じ
め
、
退
任

さ
れ
た
方
々
に
記
念
品
か
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

退
任
さ
れ
ま
し
た
六
名
の
方
々
の

ご
活
躍
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

新
体
育
指
導
委
員
は
次
の
通
り
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

赤
坂
　
正
弘
　

現

内

谷

洩
野
　

靖
　
　

″

来
田

山
田
　

勲
　

新
　
小
坂

羽
根

俊
一
　
　

現

藤
田

古
内
　

清
行
　
　

″

藤
田

斎
藤

洋
二
　
　

″

藤
田

佐
藤
二
三
夬
　
　

″

藤
田

佐
藤

清
一
　
　

″

塚
野
目

古
田

義
勝
　

新

森
山

佐
藤

克
成
　
　

″

徳
江

村
上
　
信
夫
　
　

″

大
木
戸

阿
部

松
次
　

現

只

田

朽
木

文
雄
　

新

大
木
戸

鈴
木
　
一
男
　

現

川
内

贓
戸
　
邦
光
　

新
　
西
大
枝

退
任
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

佐
藤
　
元
一
　
　

小

坂

佐
藤

勝
雄
　
　

石
母
田

斎
藤

規
螻
　

徳

江

佐
久
間
健
一
　
　

森
　
山

渋
谷
　

薫
　

光
明
寺

松
浦
　
幹
男
　

西
大
技



スポーツに親しみ

楽しい生活!!

昭和63年度　事業 計画（スポーツ大会等）

月 �日 � 大　　　　　　 会　　　　　　 名 �内　　　　　　　　 容 � 対　 象　者 � 会　　　　 鳩

５ �29 �県民スポーツ大会町予選会（壮年ソフト） �トーナメント暇 �40歳以上男子 �運動場

６ �７ �県瓜スポーツ大会町予選会　　(

家庭バレーポール) �

ブロックリーグ戦 �30歳以上女子 �体育センター

６ �９ ��決勝トーナメント職 ��体育館

６ �毎週 �バウンドテニス教室 �４回教室を行う（水曜日） �婦人 �体育館

６ �19 �県民スポーツ大会町予選会（バドミントン） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �体育館

６ �19 �県民スポーツ大会町予選会（卓球） �団体･トーナメント戦 �一般男女 �体青館

６ �26 �県民スポーツ大会町予遡会（軟式庭球） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

７ �10 �伊達スポーツ大会町予選会（ソフト） �トーナメント職 �一般男子 �連動場

７ �17 �県民スポーツ大会（県北大会） �トーナメント戦 �各町代表チーム �伊達管内

７ �31 �第９回少年ソフトボール大会 �トーナメント戦 �各小辛校高学年 �運助嶋

８ �７ �伊達スポーツ大会町予選会（祇式庭球） �団体・トーナメント戦 �一鮫男女 �テニスコート

８ �７ �伊達スポーツ大会町予選会（テニス） �団体・トーナメント戟 �一般qS女 �テニスコート

８ �14 �伊達スポーツ大会町予遡会（バドミントン） �団体・トーナメント喊 �一般93女 �体育館

８ �14 �伊達スポーツ大会町予選会 啅 球） �間体･トーナメント戦 �一般男女 �体育館

８ �21 �伊達スポーツ大会町予選会（剣道）（柔道） �団体・トーナメント戟 �一般男子 �体育館

８ �21 �伊達スポーツ大会町予選会（バレーポール） �トーナメント載 �一般男女 �体育センター

８ �28 �第５回スボ少ソフトボー|ﾚ大会 �トーナメント俄 �小学生 �運動鳩

９ �４ �驚７回伊達スポーツ大会（未定） �トーナメント戦 �各町代表チーム �テニスコート

９ �12 �第７回町長抔争奪ソフトボール大会 �トーナメント戦（ナイター） �･般男女 �県北中グラウンド

９ �29 �
第６回町長抔争奪ゲートポール大会 �

予選リーグ戟 �
愛好彳1 �福祉センター前広増

９ �30 ��決勝トーナメント靫

10 �８ �商齢壽・婦人運動会 �10種目程度 �商齢右・婦人 �福祉センター酸広場

10 �10 �ジョギング教室 �ジョギング �一般町民 �ジョギングコース

10 �23 �第23回桑折町・【国兇町少年剣道大会 �団体・個人職のトーナメント �両町小中学生 �体育館

10 �30 �第４回国見町綱引競技大会 �予遣リーグ戦 �一般男女 �体育館

11 �13 �第12回町内一周駅伝競走大会 �10区間リレー �一般男女 �町 内

11 �20 �菊４回郡綱引大会 引き大会 �トーナメント喊 �各町代表チーム �体育館

11 �27 �なゎとび教室 �長短なわとび �一般男女 �体青館

12 �４ �第７回伊達郡内一周駅伝競走大会 �12区間リレー �各町代表チーム �伊達管内

12 �Ｈ �第６回町長抔争奪家庭バレーボール大会 �トーナメント職 �婦人 �体育館

１ �22 �親子スキー教室 �スキー教室 �親子 �塩沢スキー場

２ �12 �町民卓球大会 �トーナメント職 �一般男女 �体育館

２ �26 �町民スキー教室 �スキー教室 �一般男女 �天元台スキー場

昭和63年度　事業 計画（スポーツ教室・講習会）

月 � 事　　　　　 業　　　　　 名 �内　　　　　　　　 容 � 対　 象　者 � 会　　　　　　 場

５ � ゲートボール講習会 � 基本から応用 � 愛好劣 � 福祉センター加広場

６ �硬式テニス教室 �基本から応用 � 受好者 � テニスコート

６ � バウンドテニス教窒 �基本から応用 � 婦人 � 体宵館

10 � ジョギング教室 � ジョギング � 一般男女 � ジョギングコース

１ �親子スキー教室 � 基本から応用 � 小４年以上 � 塩沢スキー場

２ �町民スキー教室 �幕本から応用 � 一般男女 � 天元台スキー場

２ �町民眼球教室 �基本から応用 � 一般男女 � 体宵館



県
北
消
防
操
法
競
技

大
会
開
催
さ
れ
る

昭
和
六
十
三
年
度
福
島
県
消
防
操

法
競
技
県
北
地
方
大
会

が
、
四
月
二

十
二
日
、
福
島
市
の
福
鳥
競
馬
場
を

会
場
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
大
会
は
、
隔
年

ご
と
に

開
か
れ
る
大
会
で
、
岡
見
町
か
ら
は

第
四
分
団
（
大
枝
地
区
）
が
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

指
揮
者
の
佐
藤
洋
一
さ
ん
を
は
じ

め
、
一
番
員
の
鈴
木
富
男
さ
ん
、
二

番
員
の
瀬
戸
邦
光
さ
ん
、
三
番
員
の

小
林
憲

】
さ
ん
、
補
充
只
の
瀬
戸
正

明
さ
ん
の
各
選
手
は
、
大
勢
の
観
客

の
見
守
る
中
。
真
剣
に
競
技
を
行
い

ま
し
た
。

団
畏
以
下
幹
郎
団
員
、
そ
れ
に
防

火
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
の
応
扱
を
受
け
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
ま
し
た
か
。
惜
し
く
も
入
賞
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
か
、
選
手

の
皆
さ
ん
の
表
情
は
充
火
感
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

春
日
神
社
で
例
大
祭

～
内
谷
太
々
神
楽
奉
納
～

快
哨
に
恵
ま
れ
た
四
月
十
七
日
、

町
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
春
日

神
社
の
太
々
神
楽
」
か
、
神
楽
殿
で

本
納
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
二
時
か
ら
全
二
十
八

座
の
う
ち
十
一
座
か
奉
納
さ
れ
、
境

内
に
集
ま
っ
た
地
元
の
人
た
ち
は
熟

心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

古
溝
真
奈
美
さ
ん
ら

三

人

が

見

事

”
特

選
〃

～
全
日
本
こ
ど
も
美
術
展
～

第
十
二
回
全
日
本
こ
ど
も
笑
術
展

か
、
四
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で

大
阪
巾
立
美
術
館
阿
倍
野
展
覧
会
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
笑
術
展
に
出
品
し
た
古
溝
真

奈
美
さ
ん
（
県
北
中
一
年
）
。
古
小

商
晋
二
君
｛
県
北
中
二
年
｝
、
蓬
田

当
　
師
　（

福
高
一
年
）
の
三
人
か
、

見
事
特
選
に
岬
き
ま
し
た
。

こ
の
災
術
展
に
は
、
全
国
か
ら
約

六
千
五
百
点
の
応
募
か
あ
り
、
そ
の

内
約

二
千

点
が
入

選
し
ま

し

た
。

ま

た
、

佳
作

に
古

溝
拓

君

（
小
坂

小

一
年
）

、
古
溝
孝

君

（
小
坂
小

四

年
）

、
遠
藤

崇
君

（
県
北

中
一
年

）

の
三

人
か

選
ば

れ
ま

し

た
。

さ

ら
に

、
八
島
貴

端
君

（
藤

田
小

一
年

）
。
佐

藤
光
克

君

（
森

江

野
小

二
年

）
、
遠

藤
恵

子
さ
ん

（
鱗

田
小

二
年

）
。
鈴

木
寫
佑

子
さ

ん

（
大

枝

小
三
年

）

。
八
島

隆
記
君

（
藤

田
小

网
年

）
、
吉

田
久

俊
君

（
藤

田
小

五

年
）

、
佐
藤

碓
子

さ
ん

（
森

江

野
小

五
年

）
、
遠
藤

祥

史
君

（
蒔

田
小

五

乍
）

、
山
崎

敦
君

（
県
北
中

三
年

）、

が
そ

れ
ぞ

れ
努
力
賞

に
選

ば
れ
ま

し

た
。「

小

さ
な
画

家
の

家
」

に
は
、「
奨

励
賞
」

か
贈

ら
れ
ま
し

た
。

力
作
ぞ
ろ
い
の

「

趣
味

の
合

同

習
作
展

」

今
年
で
第
十
二
回
目
を
迎
え
た
『

趣
味
の
合
同
習
作
展
』
か
五
月
四
、

五
日
の
両
日
町
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
．

趣
味
の
合
同
習
作
展
実
行
委
員
会

の
主
催
、
町
文
化
団
体
迎
絡
協
議
会
、

町
教
委
の
後
援
で
、
町
内
の
各
文
芸

愛
好
サ
ー
ク
ル
か
短
歌
や
俳
句
を
は

じ
め
習
字
や
日
本
画
．
和
紙
人
形
の

秀
作
を
多
数
出
品
し
て
お
り
、
農
業

市
の
買
物
帰
り
の
人
た
ち
も
訪
れ
、

す
ば
ら
し
い
作
品
に
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
．

Ａいよいよ競技開始

▲内谷太太神楽

▲古小高君の「綸を櫨く友」

あ力作が並んだ合同習作展

編

集

日

記

○
ゴ
ド
ル
デ
ン
ウ

ー
ー
ク
を
利
用
し
、

た
ま
の
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
思

い
近
く

の
温
泉
に
出
か
け
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
は
せ
っ
か
く
の
連
休
と
い
う
こ
と

で
、
遠
出
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎

年
、
ホ
の
渋
滞
や
人
の
多
さ
に
疲
れ

ば
か
り
が
残
り
、
家
に
帰
っ
て
き
て

も
二
、
ご一
日
は
身
体
が
だ
る
く
大
変

な
の
で
、
今
年
は
遠
出
は
避
け
近
く

の
温
泉
に
。
新
緑
の
美
し
さ
や
蔵
王

の
残
雪
に
目
を
休
め
、
の
ん
び
り
と

休
費
し
て
き
ま
し
た
。

○
先
日
、
七
ヶ
宿
の
水
芭
蕉
群
生
地

に
行
り
て
き
ま
し
た
。
尾
瀬
の
ス
ケ

ー
ル
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
圃
道
の
す

ぐ
脇
で
、
木
道
の
両
側
に
可
憐
に
咲

い
て
い
る
そ
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
立

ち
止
ま
り
。
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ

見
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
｛
Ｋ

｝

窟
作
・
編
集

国
兇
町
企
画
課

餌
鳥
県
伊
達
郎
岡
見
町
大
字
藤
旧
字
一
丁
田
．
．２
の
１

一
九
六
九
一

一
匕
　

ａ

八
卜
一
同
五
一
八
丘
ｉ
．：

一

｀
　一
代
表
）
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